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リコーとサイボウズ、デジタルサービス事業に関する業務提携に合意 

〜「リコーブランド版 kintone」提供による企業や組織に寄り添った伴走型サポートで 
国内外の DX を加速〜 

  
株式会社リコー（社⻑執⾏役員︓⼭下 良則、以下 リコー）および、サイボウズ株式会社（代表

取締役社⻑︓⻘野 慶久、以下 サイボウズ）は、国内外での伴走型サポートによる DX（デジタルト
ランスフォーメーション）加速を目的に、デジタルサービス事業に関する業務提携に合意したことをお知ら
せします。 
 

具体的には、「kintone」をベースにリコーとサイボウズで共同開発した「リコーブランド版 kintone(仮
称)」を、2022 年 10 ⽉より国内市場向けに、グローバルでの展開に先駆けて提供を開始します。  

展開にあたっては、リコーグループの国内販売会社で全都道府県に支社をもつリコージャパンが、強固
な顧客基盤である中小・中堅企業をはじめ、さまざまな“はたらく”皆さまに地域密着での提供・サポートを
実施します。  

さらに、リコーグループのグローバルでの顧客基盤やサポート⼒をいかし、2022 年内に北⽶、その後、
欧州での提供へと順次、展開地域を拡大する計画です。リコーが⻑年の事業展開で培ったチャネルを有
効活用しながら、「kintone」の魅⼒を世界の皆さまにお届けし、2025 年度までに 100 億円規模のビ
ジネス創出を目指します。 
 
 
業務提携の背景 

あらゆる企業や組織において、自社の将来の成⻑、競争⼒強化のため、デジタル技術を活用し、ビジ
ネス変革や新たなビジネスモデルを創出する DX 推進の必要性が高まっています。  

また、コロナ禍で、これまで常識だと思われていたことが非常識となり、人々の価値観や生活のスタイル
も一変しました。 

そうした中、働き方の⾒直しを⾏う企業・組織が増え、オフィスやホーム、現場といったはたらく場所を問
わず、デジタル技術の活用による自動化・省⼒化による業務の生産性向上が課題になっています。  

しかし、業務上の情報伝達や共有において、デジタル化の遅れがプロセス効率化や顧客価値向上に
おける大きな障壁となっているのも事実です。また、企業内での IT 人材の不⾜もあり、自社に最適なシ
ステムの選定・導入・教育などにおいて、運用負荷が極⼒少ないツールの採用が求められています。  



サイボウズの「kintone」はデータベースとプロセス管理、コミュニケーションの機能を併せ持ち、プログラミ
ングの専門知識がなくても容易にシステムが構築できるというローコード・ノーコードの特性から、「現場の
人が主体の業務改善」を支援するツールとして、利用者や利用シーンが拡大しています。  

そこで、リコーが強みとするグローバルでの直売を中心としたチャネル・サポート網を通じ「kintone」を幅
広くご提供することで、国内外のあらゆる企業や組織の皆さまの DX の加速を支援することができると確
信し、今回の業務提携に至りました。  
 

サイボウズが有する、ローコード・ノーコードの開発⼒と、リコーのグローバルでのチャネル・サポート体制に
よる課題解決⼒を掛け合わせ、「リコーブランド版 kintone(仮称)」および、運用面でのニーズに合わせた
伴走型サポートを通じ、お客様の DX における課題解決に貢献してまいります。 
 
今後の取り組み 

リコーが提供するクラウド基盤「RICOH Smart Integration(RSI)」は業務ワークフローを変革する
業務改革プラットフォームへと進化しています。今後、この RSI と「リコーブランド版 kintone(仮称)」間で
のデータ連携を実現することで、将来的には蓄積したデジタルデータを分析・活用してお客様の業務をさら
に高度化・自動化するなど、新たな付加価値の提供を目指します。 

また、お客様に近い現場のデジタル人材やソフトウェア技術者の人材交流などの実施により、デジタル
サービスの会社への変革に向けて経営基盤や DX 推進体制をより一層強化します。 
 
業務提携にかける両社の想い 

リコーは、2021 年度から 2025 年度までの 5 年間を「リコー飛躍」と位置づけ、持続的な成⻑とさら
なる発展を目指し、OA メーカーからの脱皮とデジタルサービスの会社への変革に取り組んでいます。  

本業務提携は、リコーが第 20 次中期経営計画で示しているデジタルサービスの事業成⻑の一環とな
るものです。リコーグループが掲げるビジョン「“はたらく”に歓びを」のもと、業務アプリを手軽に開発できるロ
ーコード・ノーコードツールであるサイボウズのクラウドサービス「kintone」の提供能⼒を強化することで、お
客様先での DX 実現を容易にし、リコーの事業ポートフォリオマネジメントにおいて成⻑加速領域と位置づ
けるオフィスサービス事業の拡大をグローバルで加速します。  
 

サイボウズは、企業理念「チームワークあふれる社会を創る」の実現に向け、国内における「kintone」
のシェアを圧倒的なものとし、さらにグローバル規模での「kintone」の広がりを目指しています。この度、リ
コーとのパートナーシップにより、スピード感をもってこれらの取り組みを加速し、あらゆる企業や組織のチー
ムワークを支えていきたいと考えています。 
 

リコーとサイボウズは、両社の創造⼒やコラボレーションを結集し、デジタルの⼒でさまざまな業務に関わ
る情報共有や業務プロセスの効率化を支援することで、お客様の将来の成⻑や競争⼒強化を支え、企
業や組織の未来における“はたらく“の DX に貢献してまいります。  



 
リコーグループについて  
リコーグループは、お客様のデジタル変革を支援し、そのビジネスを成功に導くデジタルサービス、印刷およ
び画像ソリューションなどを世界約 200 の国と地域で提供しています（2021 年 3 ⽉期グループ連結売
上高 1 兆 6,820 億円）。  
imagine. change. 創業以来 85 年以上にわたり、お客様の“はたらく”に寄り添ってきた私たちは、こ
れからもリーディングカンパニーとして、“はたらく”の未来を想像し、ワークプレイスの変革を通じて、人々の
生活の質の向上、さらには持続可能な社会の実現に貢献してまいります。  
詳しい情報は、こちらをご覧ください。   
https://jp.ricoh.com/  
  
本件に関するお問い合わせ:  
株式会社リコー 広報室   
050-3814-2806  
koho@ricoh.co.jp  
  
サイボウズについて  
サイボウズ株式会社は、企業理念「チームワークあふれる社会を創る」のもと、チームワークを支えるソフト
ウェアを開発しています。業種や規模を問わず、多くの企業やチームの皆さまに、サイボウズの製品
「kintone」「サイボウズ Office」「Garoon」「Mailwise」などを幅広くご利用いただき、その数は延べ
1,100 万ユーザーになります。また、アメリカや中国、ベトナムなどにも拠点を設⽴し、グローバルでもユー
ザー数を拡大しています。  
2017 年より開始した研修事業・チームワーク総研では、サイボウズが実践し、培ってきた働き方改革の
経験と知⾒を生かし、組織改革を⾏う企業様に向けてノウハウやチームワーク強化メソッドを提供し、支
援しています。   
詳細はこちらをご覧ください。  
 https://cybozu.co.jp/  
  
kintone について  
サイボウズ株式会社が提供する、業務アプリ開発プラットフォームです。営業の案件管理、お客様からの
問い合わせ履歴の管理、プロジェクトの進捗やタスク管理、従業員の業務日報など、お客様の用途に合
わせた業務アプリの作成が可能です。アプリケーションはノンプログラミングで開発できます。また、社内
SNS のようなコミュニケーション機能を活用することでスピーディな情報共有が可能になり、業務効率化を
実現します。 
詳細はこちらをご覧ください。 
https://kintone.cybozu.co.jp/  



 
本件に関するお問い合わせ:  
サイボウズ株式会社 広報  
03-4306-0803  
pr@cybozu.co.jp  


